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新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

皆
さ
ま
に
と
っ
て
良
き
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に 

 

一
月 

別
名 

睦
月
（む
つ
き
）、
建
寅
月
（け
ん
い
ん
げ

つ
）、
孟
春
（も
う
し
ゅ
ん
） 

旧
暦
時
代
、
冬
至
を
含
ん
だ
月
で
あ
っ
た
十
一
月
を
（
子
）と
し
、

十
月
の(

亥)

ま
で
の
各
歴
月
に
十
二
支
を
割
り
当
て
た
名
前
で

一
月
は
寅
の
月
と
い
う
意
味
で
す
。
ま
た
、
同
じ
く
旧
暦
時
代

に
は
、
一
～
三
月
を
春
、
四
月
～
六
月
を
夏
、
七
月
～
九
月

を
秋
、
十
月
～
十
二
月
を
冬
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
三
月
に
長
兄

（孟
）、
次
兄
（
仲
）
、
末
弟
（季
）と
名
付
け
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

富
士
山
頂 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 『一
月
の
花
』 

 

蝋
梅
、
福
寿
草
、
日
本
水
仙 

『一
月
の
言
葉
』. 

内
村
鑑
三
の
こ
と
ば
を
載
せ
ま
す 

一
日
は
、
私
ど
も
に
と
り
て
は
短
き
一
生
で
あ
り
ま
す
。
朝
生

ま
れ
、
昼
働
き
、
夜
は
復
活
の
希
望
を
い
だ
い
て
眠
り
の
床
に
つ

き
ま
す
。
か
く
て
私
ど
も
に
は
一
年
に
三
百
六
十
五
回
の
生
涯

が
あ
り
ま
す
。
な
ん
と
楽
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

神
の
命
（め
い
）さ
え
守
れ
ば
よ
ろ
し
い
の
で
あ
り
ま
す
。
世
が
い

か
に
成
り
行
こ
う
が
、
人
が
私
ど
も
に
つ
い
て
何
と
思
お
う
が
、

こ
れ
私
ど
も
の
い
か
ん
と
も
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
こ
と
で
あ
り

ま
す
。
私
ど
も
は
正
義
あ
り
の
ま
ま
を
実
行
し
て
、
他
は
こ
れ

を
こ
と
ご
と
く
神
に
任
す
ま
で
で
あ
り
ま
す
。
幸
福
な
る
生
涯

の
秘
訣
は
、
単
に
こ
の
一
事
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

（『続
一
日
一
生
』よ
り
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 



『一
月
の
暦
』 

  
一 
日  

元
日
、
太
陽
暦
の
実
施
（
一
八
七
三
）
旧 

暦
の
明
治
五
年
十
二
月
三
日
に
あ
た
る
こ

の
日
が
明
治
六
年
元
旦
と
さ
れ
た
。 

 

二 

日 
 

初
荷
、
初
夢
、
書
初
め
、
皇
居
一
般
参
賀 

 
 

 
 

   

五 

日  

小
寒 

   

六 

日  

高
崎
だ
る
ま
市
、
出
初
式 

   

七 

日 
 

七
草
、
人
日
、
良
寛
忌
（
一
八
三
一
年
） 

    

八 

日 
 

成
人
の
日 

    

十 

日  

一
一
〇
番
の
日 

   

十
四
日 

 

十
四
日
年
越
し
、
タ
ロ
ー
ジ
ロ
―
生
存 

（
一
九
五
九
年
） 

   

十
五
日 

 

小
正
月 

   

十
六
日 

 

藪
入
り
、
賽
日
、
親
鸞
上
人
忌 

   

二
十
日 

 

大
寒 

 

二
十
一
日 

 

薩
長
同
盟
締
結
（
一
八
六
六
年
）  

 

 

二
十
二
日 

 
 

黙
阿
弥
忌 

 

二
十
四
日 

 

東
京
巣
鴨
と
げ
ぬ
き
地
蔵
尊
大
祭 

二
十
六
日 

 

文
化
財
防
火
デ
ー
（
法
隆
寺
金
堂
の
壁

画
が
焼
損
し
た
の
が
昭
和
二
四
年
の
こ

の
日
）  

 
 

 
   

参
考 

鈴
木
充
広
著
「暮
ら
し
に
生
か
す
旧
暦
ノ
ー
ト
」河
出
書
房
、 

白
井
明
大
「日
本
の
七
十
二
候
を
楽
し
む
」（東
邦
出
版
）、 

平
成
二
十
九
年
神
宮
舘
運
勢
暦
（神
宮
舘
） 

日
本
大
歳
時
記
・暮
ら
し
の
歳
時
記
（講
談
社
） 

暮
ら
し
の
歳
時
記
３
６
５
日
『 

今
日
は
何
の
日
か
？
』（講
談
社
） 

お
し
ら
せ 

一
、
保
険
証
の
提
示
に
つ
い
て 

月
の
最
初
の
受
診
時
に
は
、
受
付
に
保
険
証 

を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。 

二
、
当
番
医
は
一
月
七
日
（日
）四
月
二
十
二
日
（日
） 

三
、
診
療
案
内 

○
一
般
外
来
診
療
・往
診
・在
宅
医
療 

 
 

 

○
禁
煙
外
来 

     

○
骨
粗
鬆
症
の
検
査･

治
療 

○
ピ
ロ
リ
菌
有
無
の
検
索
と
除
菌 

○
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
予
約 

○
胃
カ
メ
ラ
・大
腸
カ
メ
ラ 

 

○
肺
炎
球
菌
・帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン 

四
、
外
来
の
一
部
予
約
制
の
利
用
に
つ
い
て 

☆
１
時
間
２
名
ず
つ
、
予
約
制
で
診
療
を
行
っ
て
い

ま
す
。
前
日
ま
で
に
受
付
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。
是

非
ご
利
用
下
さ
い
。
電
話
で
も
予
約
で
き
ま
す
。 

           
       

 

五
、
群
馬
県
保
険
医
協
会
二
十
四
時
間
健
康
テ
レ
ホ
ン 

電
話
〇
二
七
―
二
三
四
―
四
九
七
〇

h
ttp://

w
w
w
.raijin.com

/
ken

ko/ 

 

 
 

 
 

 
 

                   
 

    

     

       

      

                   
 

            
 

   

月曜 心筋症の種類 

火曜 心臓弁膜症の種類 

水曜 丈夫な骨を作ろう 

木曜 マウスピースによる歯科矯正 

金曜 歯のホワイトスポット（歯の白濁） 

土日 歯が割れた！ 

http://www.raijin.com/kenko/
http://www.raijin.com/kenko/


ト
ロ
イ
カ 

 
 

作
詞 

音
楽
舞
踊
団
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ 

              

曲   

ロ
シ
ア
民
謡 

  

 
 

 一
、
雪
の
白
樺
並
木 

 

夕
日
が
映
え
る 

 
 

 

走
れ
ト
ロ
イ
カ 

 

ほ
が
ら
か
に 

 
 

 

鈴
の
音
高
く 

二
、
響
け
若
人
の
歌 
高
鳴
れ
バ
イ
ヤ
ン 

 
 

 

走
れ
ト
ロ
イ
カ 
軽
や
か
に 

 
 

 

粉
雪
け
っ
て 

三
、
黒
い
瞳
が
待
つ
よ 

あ
の
森
越
こ
せ
ば 

 
 

 

走
れ
ト
ロ
イ
カ 

今
宵
は 

 
  

楽
し
い
宴 

 

日
本
で
知
ら
れ
て
い
る
歌
詞
は
、
音
楽
舞
踊
団
カ

チ
ュ
ー
シ
ャ
が
作
詞
し
た
も
の
で
、
原
曲
は
「郵
便
ト
ロ

イ
カ
が
走
る
」
で
、
内
容
は
全
く
違
っ
て
い
る
と
い
う
。

「
ト
ロ
イ
カ
」が
日
本
で
広
く
歌
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
終
戦
後
の
『
う
た
ご
え
運
動
』
が
き
っ
か
け
で
、

哀
し
く
寂
し
い
原
詩
を
、
戦
後
日
本
に
お
け
る
平
和

運
動
に
ふ
さ
わ
し
く
明
る
く
躍
動
的
な
詩
に
作
り
変

え
て
歌
い
た
い
気
持
ち
か
ら
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

原
曲
は
恋
人
を
金
持
ち
の
領
主
に
奪
わ
れ
た
御
者
が

歌
う
悲
し
い
恋
の
歌
だ
っ
た
と
の
こ
と
。
ト
ロ
イ
カ
は

三
頭
立
て
の
馬
そ
り
、
バ
イ
ヤ
ン
は
ロ
シ
ア
の
代
表
的

な
民
族
楽
器
「
バ
ヤ
ン
」
の
こ
と
で
、
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の

一
種
。     

（学
習
研
究
社
私
の
心
の
歌 

冬 

よ
り
） 

 
 
 

け
ん
こ
う 

（九
十
八
） 

冬
の
事
故 

 

は
じ
め
に 

冬
特
有
の
病
気
・事
故
に
つ
い
て
知
り
、
予
防
と 

対
処
法
に
つ
い
て
整
理
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

一
、
冬
特
有
の
疾
患 

１
．
餅
が
の
ど
に
詰
ま
っ
た
！  

２
．
暖
房
器
具
の
落
と
し
穴
と
し
て  

 
 

（１
）一
酸
化
炭
素
中
毒  

 
 

（２
）低
温
や
け
ど  

二
、
餅
が
の
ど
に
詰
ま
る 

１
．
東
京
消
防
庁
の
報
告 

毎
年
１
月
に
約
１
２
０
人
の
事
故
に
よ
る
搬
送
が
行

わ
れ
ま
す
。
年
齢
別
に
見
る
と
６
５
歳
以
上
の
人
に

起
き
や
す
く
搬
送
例
の
約
半
分
が
生
命
に
危
険
が

あ
る
重
症
段
階
に
あ
り
ま
し
た
。 

２
．
呼
吸
停
止
と
生
命
予
後 

次
の
グ
ラ
フ
の
通
り
で
す
。
呼
吸
が
止
ま
っ
て
何
も

処
置
が
施
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
、
１-

２
分
間
は
脳
が

活
動
し
ま
す
が
、
３
分
以
上
経
つ
と
死
亡
率
が
徐
々

に
上
が
り
、
１
０
分
で
は
５
０
％
、
１
５
分
で
は
ほ
ぼ

１
０
０
％
が
死
に
至
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
救
急
車
が

来
る
ま
で
の
時
間
は
８
・５
分
、
医
療
機
関
に
搬
送
さ

れ
、
医
師
の
手
に
渡
る
ま
で
３
９
・３
分
で
あ
る
こ
と

を
考
え
る
と
、
周
囲
の
人
に
よ
る
素
早
い
対
処
や
ド

ク
タ
ー
カ
ー
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
及
び
救
急
隊
員
に
よ

る
救
命
処
置
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
が
分
り
ま

す
。  

 
 

 
 

 

３
．
の
ど
に
詰
ま
り
や
す
い
食
べ
物 

 
 



 
４
．
詰
ま
っ
た
と
き
の
対
処
法 

（１
）
咳
を
促
す 

 

異
物
が
詰
ま
る
と
、
患
者
さ

ん
は
咳
き
込
ん
で
、
そ
れ
を
出
そ
う
と
し
ま

す
。
そ
の
と
き
は
『が
ん
ば
っ
て
咳
を
し
て
！
』

な
ど
と
声
を
か
け
て
、
咳
を
促
し
ま
す
。
咳
き

込
む
こ
と
で
、
吐
き
出
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。  

ま
た
、
気
管
に
物
が
詰
ま
っ
て
い
る
場
合
は
、

水
を
飲
ま
せ
る
と
、
さ
ら
に
危
険
に
な
る
の
で

飲
ま
せ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。  

（２
）
救
急
車
を
呼
ぶ 

 

せ
き
こ
ん
で
も
異
物
が

出
な
か
っ
た
り
、
息
を
吸
う
と
き
に
ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ

ー
と
い
う
音
が
し
て
、
息
を
吸
い
に
く
い
症
状

が
あ
る
と
き
に
は
救
急
車
を
呼
ん
で
く
だ
さ

い
。  

（３
）
物
を
取
り
出
す 

 

口
を
あ
け
て
み
て
目
の

前
に
異
物
が
見
え
簡
単
に
取
り
出
せ
る
と
き

に
は
指
で
取
り
出
し
ま
す
。
箸
で
突
つ
い
た
り

掃
除
機
で
吸
引
す
る
こ
と
は
か
え
っ
て
つ
き
落

と
す
こ
と
が
あ
り
、
危
険
で
す
か
ら
や
っ
て
は

い
け
ま
せ
ん
！
！
（指
を
噛
ま
れ
な
い
よ
う

に
）  

（４
）
背
部
叩
打
法 

 

背
中
を
手
で
強
く
た
た
い

て
異
物
を
吐
き
出
さ
せ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

意
識
の
有
無
、
年
齢
、
性
別
に
か
か
わ
ら
ず

誰
に
で
も
行
え
ま
す
。
救
急
車
を
待
つ
間
、
何
度

も
続
け
て
く
だ
さ
い
。  

（５
）腹
部
突
き
上
げ
法 

 

患
者
さ
ん
を
後
ろ
か
ら

抱
え
て
、
両
手
で
み
ぞ
お
ち
の
し
た
あ
た
り
を
押

し
上
げ
、
胸
の
圧
力
を
高
め
て
異
物
を
気
道
か

ら
押
し
出
す
よ
う
に
し
ま
す
。
妊
婦
や
乳
児
に

は
行
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。  

（６
）心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ 

 

患
者
が
動
か
な
く
な
り
、

呼
吸
が
止
ま
っ
た
場
合
は
、
背
部
叩
打
法
や
腹

部
突
き
上
げ
法
か
ら
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
切
り
替

え
ま
す
。  

５
．
餅
な
ど
に
よ
る
窒
息
事
故
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト 

 
 

（１
）餅
は
小
さ
く
切
っ
て
、
食
べ
や
す
い
大
き
さ
に 

（２
）食
事
の
と
き
に
は
お
茶
や
水
を
飲
ん
で
の
ど
を 

  

湿
ら
せ
て
か
ら
食
べ
る
。  

（３
）急
い
で
飲
み
込
ま
ず
、
ゆ
っ
く
り
と
噛
み
、
だ  

液
と
よ
く
混
ぜ
合
わ
せ
て
か
ら
飲
み
込
み
ま
し

ょ
う
。 

（４
） 

乳
幼
児
や
高
齢
者
と
食
事
を
す
る
際
は
、  

適
時
食
事
の
様
子
を
見
る
な
ど
注
意
を
払
う
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。  

三
、
一
酸
化
炭
素
中
毒 

 
 

１
．
ど
こ
で
起
き
や
す
い
か
？
ど
う
い
う
と
き
に
起

き
や
す
い
か
？ 

節
電
の
た
め
に
エ
ア
コ
ン
の
使
用
を
控
え
、
石
油
や

ガ
ス
を
使
っ
た
ス
ト
ー
ブ
や
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
、
火 

  

  

鉢
な
ど
の
暖
房
器
具
を
使
う
機
会
が
増
え
る  

 

  

こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

  

そ
れ
ら
の
暖
房
器
具
を
、
換
気
の
悪
い
部
屋
で 

  

使
う
と
、
一
酸
化
炭
素
中
毒
を
起
こ
す
こ
と 

 

 
 

が
あ
り
ま
す
。
一
酸
化
炭
素
中
毒
は
ほ
か
に
、  

  

オ
ー
ブ
ン
、
湯
沸
か
し
器
の
使
用
、
ま
た
車
庫 

 

  

で
車
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
行
う
場
合
な
ど
に
も 

  

起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

  

最
近
の
住
宅
は
機
密
性
が
高
い
の
で
注
意
が 

 
 

 

必
要
で
す
。
ま
た
し
ば
ら
く
使
っ
て
い
な
か
っ
た 

  

旧
式
の
暖
房
器
具
を
再
び
使
う
場
合
に
も
十 

  

分
な
注
意
が
必
要
で
す
。  

２
．
東
京
消
防
庁
管
内
、
５
年
間
の
一
酸 

 

 
 

化
炭
素
に
よ
る
事
故
発
生
件
数
と
救
急 

搬
送
人
員
（住
宅
、
共
同
住
宅
） 

 
            

 
  



３
． 

５
年
間
の
月
別
の
発
生
件
数
（東
京
消
防
庁
） 

十
二
月
か
ら
二
月
に
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。 

 

 

４
．
発
生
要
因
別
件
数 

炭
、
ガ
ス
の
順
に
多
い
。 

 

 

５
．
一
酸
化
炭
素
中
毒
の
特
徴
と
症
状 

酸
素
が
不
十
分
な
状
態
で
燃
焼
す
る
と
『不
完

全
燃
焼
』が
起
こ
り
、
一
酸
化
炭
素
が
発
生
し
ま

す
。  

一
酸
化
炭
素
が
血
中
の
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
と
結
合
す 

る
力
は
、
酸
素
に
比
べ
て
２
０
０
倍
強
い
た
め
、
全

身
に
酸
素
が
行
き
渡
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。  

一
酸
化
炭
素
は
無
味
無
臭
の
た
め
部
屋
に
充
満
し

て
も
気
づ
き
ま
せ
ん
。 

『同
じ
部
屋
』『同
時
に
』『
複
数
の
中
毒
者
』が
出

や
す
い
の
が
特
徴
で
す
。  

同
じ
部
屋
に
い
た
ペ
ッ
ト
や
、
妊
婦
さ
ん
の
場
合

に
は
胎
児
に
も
影
響
が
出
ま
す
。  

症
状
は
、
『め
ま
い
』『頭
痛
』『吐
き
気
』か
ら
始

ま
り
、
『け
い
れ
ん
』や
『意
識
障
害
』が
起
こ
り
死

亡
に
い
た
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。  

一
酸
化
炭
素
濃
度
が
薄
い
場
合
は
１
―
２
時
間
で

頭
痛
、
吐
き
気
が
起
こ
り
ま
す
。
濃
度
が
濃
い
場

合
に
は
、
２
０
分
で
頭
痛
が
起
こ
り
、
２
時
間
で

死
亡
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

６
．
一
酸
化
炭
素
中
毒
への
対
処 

一
酸
化
炭
素
中
毒
が
疑
わ
れ
る
と
き
に
は  

（１
）暖
房
器
具
を
停
止
、
窓
を
開
け
て
換
気
、

保
温
を
す
る 

  
 

 

（２
）意
識
・呼
吸
の
有
無
を
確
認  

（３
）救
急
車
を
呼
ぶ 

（上
記
の
い
ず
れ
か
に
異
常
あ
る
場
合
）  

（４
）人
工
呼
吸
（
２
回
）と
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
（毎
分 

 

１
０
０
回
） 

７
．
予
防 

２
時
間
に
１
回
、
５
分
程
度
窓
を
開
け
て
換
気
す

る
。 

３
時
間
連
続
使
用
、
自
動
的
に
停
止
す
る
機
器

で
も
換
気
を
必
ず
行
い
ま
し
ょ
う
。
昭
和
６
３
年

以
前
製
造
の
機
械
で
は
、
自
動
停
止
の
安
全
装

置
が
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。  

四
、
低
温
熱
傷 

暖
房
器
具
に
よ
る
事
故
（病
気
）の
２
番
目
は
低

温
や
け
ど
で
す
。  

１
．
低
温
や
け
ど 

４
０
―
６
０
℃
程
度
の
温
度
で
や
け
ど
す
る
こ
と

を
言
い
ま
す
。 

湯
た
ん
ぽ
、
カ
イ
ロ
、
こ
た
つ
、
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
な

ど
の
熱
が
長
時
間
か
ら
だ
の
同
じ
部
位
に
当
た

り
続
け
る
こ
と
で
起
こ
り
ま
す
。
時
間
が
長
い
ほ

ど
重
症
化
し
ま
す
。  

最
初
は
ひ
り
ひ
り
し
た
感
じ
が
す
る
だ
け
で
す
が
、

時
間
と
共
に
熱
が
放
射
状
に
広
が
っ
て
行
き
、
深

く
、
広
い
範
囲
に
や
け
ど
し
ま
す
。  



就
寝
中
、
高
齢
者
、
糖
尿
病
患
者
、
脳
梗
塞

に
よ
る
知
覚
麻
痺
な
ど
、
に
起
き
や
す
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。 

２
．
低
温
や
け
ど
の
対
処
と
予
防 

（１
）対
処 

 

・水
疱
を
破
ら
な
い
（感
染
の
問
題
） 

 

・自
己
判
断
で
薬
を
塗
ら
な
い 

 

・必
ず
医
療
機
関
に
受
診  

（２
）予
防  

 
 

 
 

・湯
た
ん
ぽ
は
布
団
が
温
ま
っ
た
ら
取
り
出

す 

・寝
る
前
に
ス
イ
ッ
チ
を
切
る 

 
 

 
 

 

 

院
長
の
ひ
と
り
ご
と
（ 

百
四
十
五
） 

◇
暮
れ
の
十
二
月
十
日
の
読
売
新
聞
に
昨
年
七
月 

十
八
日
に
百
五
歳
で
亡
く
な
ら
れ
た
医
師
、
日
野 

原
重
明
先
生
（１
９
１
１
・１
０
・４
～
２
０
１
７
・７
・ 

１
８
）の
記
事
が
載
っ
て
い
た
。
次
男
の
奥
さ
ん
の
眞 

紀
さ
ん
が
七
年
前
か
ら
同
居
し
先
生
の
介
護
を
さ 

れ
た
記
録
の
一
部
で
あ
る
。 

◆
一
月
に
転
倒
し
肋
骨
骨
折
、
三
月
に
誤
嚥
性
肺 

炎
を
起
こ
し
、
そ
れ
ま
で
拒
否
し
て
い
た
入
院
を
受 

け
入
れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。 

◇
延
命
治
療
を
望
ま
れ
ず
退
院
し
た
後
も
、
お
家 

で
は
、 

『と
ろ
み
の
つ
い
た
水
で
な
く
て
、
コ
ッ
プ
に
入
っ
た 

水
を
ご
く
ご
く
飲
み
た
い
の
』 

『ホ
テ
ル
の
よ
う
な
ト
ー
ス
ト
と
カ
リ
カ
リ
ベ
ー
コ
ン
、 

目
玉
焼
き
が
食
べ
た
い
』 

と
言
わ
れ
た
が
誤
嚥
が
怖
く
食
べ
さ
せ
て
上
げ
ら
れ 

な
か
っ
た
と
の
こ
と
。  

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り 

 
 

 
 

 
 

 

◆
一
時
回
復
の
兆
し
を
見
せ
な
が
ら
も
、
六
月
後 

半
か
ら
食
事
が
と
れ
な
く
な
り
、
日
に
日
に
元
気 

を
失
っ
て
い
き
ま
す
。 

◇
当
初
、
出
版
社
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に 

 

『死
が
怖
い
』 

 

と
言
っ
て
お
ら
れ
た
が
、
最
後
に
は
知
人
に 

 

『ち
っ
と
も
怖
く
な
い
の
』 

 

と
漏
ら
し
て
お
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。 

◆
こ
の
二
つ
の
こ
と
ば
を
読
ん
だ
時
、
あ
の
様
に
歩
い 

て
来
ら
れ
た
方
で
も
死
を
怖
く
感
じ
る
こ
と
が
分
か 

り
、
ホ
ッ
と
し
た
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。 

そ
し
て
次
に
口
に
さ
れ
た
こ
と
ば
で
私
た
ち
に
も
同 

じ
穏
や
か
な
心
境
で
死
を
迎
え
る
こ
と
が
可
能
だ 

と
い
う
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
の
で
す
。 

◇
『一
月
の
言
葉
』で
挙
げ
た
内
村
鑑
三
（１
８
６
１
・ 

３
・２
３
～
１
９
３
０
・
３
・２
８
）
に
つ
い
て
書
か
れ
た 

本
の
記
事
を
同
時
に
想
い
出
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

内
村
鑑
三 

  
 
  

 
 

 
 

 
 

 
 



◆
内
村
の
死
が
近
か
っ
た
時
、
見
舞
い
に
来
る
人
来

る
人
が
、
こ
ん
な
宗
教
の
大
先
生
が
死
を
前
に

し
て
動
揺
す
る
わ
け
が
な
か
ろ
う
か
ら
と
（慰
め

の
言
葉
を
か
け
た
ら
失
礼
と
考
え
た
の
か
）、
ひ

た
す
ら
神
妙
悲
愴
な
顔
で
挨
拶
も
そ
こ
そ
こ
に

部
屋
を
去
っ
て
行
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。 

◇
そ
こ
へ長
く
お
手
伝
い
さ
ん
と
し
て
働
い
て
い 

る
女
性
が
や
っ
て
き
て
、 

『死
が
近
い
こ
と
は
ど
ん
な
に
辛
い
で
し
ょ
う
ね
、 

先
生
が
か
わ
い
そ
う
で
た
ま
り
ま
せ
ん
』 

と
言
っ
て
く
れ
た
。 

そ
の
言
葉
が
、
一
番
う
れ
し
か
っ
た
、
と
あ
と
で 

内
村
が
他
の
人
に
語
っ
た
と
の
こ
と
。 

◆
お
二
人
の
最
期
の
言
葉
に
、
歩
か
れ
た
人
生 

が
う
か
が
え
て
う
れ
し
く
感
じ
ま
し
た
。 

 

＊
内
村
鑑
三
の
こ
の
記
事
を
１
年
以
内
に
読
ん
だ 

が
、
今
回
資
料
を
さ
が
し
あ
て
ら
れ
な
く
出
典
を
紹 

介
で
き
ず
残
念
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

高
崎
だ
る
ま
市 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 


